
田村プロジェクト 



田村市　Tamura City 
・福島県中央東寄りに位置 
・2005年に５町村が合併した新市 
（滝根町・大越町・都路村・常葉町・船引町） 
・人口4.2万人、面積458km2 
・東京都心から２時間半 

・少子高齢化や交通問題など中山間地域の 
典型的な課題を抱えている地域 



ＵＤＣＴ	

Urban Design Center Tamura	


田村地域デザインセンター	
 



田村地域デザインセンターＵＤＣＴ 
Urban Design Center Tamura 
・公民学連携 
・まちづくりを研究・実践する地域密着型シンクタンク 
・情報発信・市民交流の場 
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調査研究・まちづくり基本方針の策定 

社会実験の実施・まちづくり基本計画の策定 

地元継承・フォローアップ 

調査研究 
基本方針 

2007年（H19） 

船引 

滝根 

社会実験 

調査研究 
基本計画 
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2009年（H21） 

地元継承 
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2010年（H22） 

都路 調査研究 
基本方針 

行政区単位での研究・実践  



昨年度の活動	




　都路地域	
  
調査研究・基本方針	






都路地域　ー集落調査ー 
・主要集落を調査 
・住宅、商店、公共施設、畑、田、川などを地図にし空間の特性を把握 
・住宅の配置の特徴 
・断面構造 



都路地域　ーヒアリング調査ー 
１．都路町商工会　　２．ふくしま中央森林組合都路事務所　　３．竹炭工芸都美	
  
４．（株）都路林産開発　　５．JA	
  たむら 都路支店　　６．都路まどか荘　　７．都路中学校生徒	

８．高校生徒　　９．男性高齢者　　１０．女性高齢者　　１１．農業・畜産家　　１２．移住者	

１３．移住者　　１４．都路障がい者支援センター やまびこ 



都路地域　ーワークショップー 
第１回　都路の強みと弱み	
  
第２回　まちづくりアイディア	
  
第３回　まちづくりアイディアを実践する空間と手法	
  
第４回　学生のまちづくり提案についての議論	
  
第５回　まちづくり提案の実施に向けてのスケジュール・協力体制	
  



都路地域　ーまちづくり提案ー 
１．交通システム　　２．街路整備　　３．商店集約　　４．農を活かした産業	
  
５．体験型観光プログラム　　６．外需獲得型商業　　７．環境ガイドライン 



大越地域	
  
　　　社会実験	




大越地域社会実験　ー民泊体験ー 

・首都圏に住む学生、家族を大越の民家に泊め、農業体験、住民と交流をし、	


魅力の再発見を図る。	


・受け入れ側　　大越の家族７組	


 首都圏参加者　学生１４人　家族２組	




大越地域社会実験　ー檜枝岐歌舞伎の上演ー 

・以前のように娯楽上を活用することで、価値を再認識し、今後の活用のきっかけに	
  
・参加者は３２０人 



大越地域社会実験　ーあるきあるき大会ー 

・歩きながら住民同士の交流を深める。また大越の魅力 を再発見してもらうために、
地域の大きなイベントとして実施。	

・参加者180名	




ＵＤＣKo	

Urban Design Center Koriyama	


郡山アーバンデザインセンター	
 








